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研究実績の概要 

うなずきや身振りなどの身体的引き込みをロボットやCGキャラクタのメディアに導入

することで一体感が実感できる身体的コミュニケーションシステム・技術を開発し、身体

的引き込みの重要性を実証してきた。また身体的引き込みにより場の雰囲気をつくる場の

盛り上げ技術の研究開発を進めており、現在各種コミュニケーション情報が制御できる仮 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

想環境及び実環境で身体的コミュニケーション及びインタラクション場を解明する基盤

を整備している。身体的引き込みと対話場の生成メカニズムの解明、およびその対話場生

成・制御メカニズムのモデル化を達成するために、これまでに開発してきた（Ⅰ）身体的

コミュニケーションの合成的解析・理解のための身体的バーチャルコミュニケーションシ

ステム、（Ⅱ）コミュニケーション支援のための音声に基づく身体的インタラクションシ

ステム、（Ⅲ）コミュニケーション場の生成制御のための集団インタラクション・コミュ

ニケーションシステムを研究開発展開し、対話場の生成・制御システムのプロトタイプを

構築している。リズム同調を損なうことなく言語的なインタラクションを行うシステムと

して、発話内単語の感情極性に基づき反応動作を行う身体引き込みキャラクタシステムや

発話単語から生成されたオブジェクトが引き込み反応することで発話を促進するシステ

ム等、各種の身体的引き込みシステムを開発展開し、官能評価及び対話者のインタラクシ

ョン行動特性解析によりシステムの有効性を示した。またGiannopulu 教授（オーストラ

リア・ボンド大学）との国際共同研究で、身体的引き込み技術を応用した身体的インタラ

クション玩具を用いて各国での自閉症児と健常児を対象に生体情報計測および発話行動

分析・官能評価し、システムのコミュニケーション効果を実証した。 

本研究成果を国内外の主要な学会（HCII, AHFE，日本機械学会年次大会，設計工学・シ

ステム部門講演会、ヒューマンインタフェースサイバーコロキウム、電子情報通信学会総

合大会等）やイノベーション・ジャパン2020でオンライン発表した。 

コロナ禍で研究活動が制限されてきたが、今年度採択された科研費基盤研究（B）「身

体的引き込みに基づく対話場の生成・制御システム」、科研費新学術領域研究「快情動を

誘発する身体的引き込み対話エージェント」の研究課題を中心に、引き続き研究室でのモ

デル実験による検証だけでなく、発話音声に基づく身体的コミュニケーションロボット・

玩具、スマートフォンやインターネット等の通信・情報機器分野、e-learning 等の教育

分野、また高齢者施設でのコミュニケーション支援や看護教育コミュニケーション支援へ

の応用展開など、現場での具体的なコミュニケーション課題に対処することで、心温まる

ヒューマンインタフェースを構築する。 
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